
平
成
24
年
５
月
12
日
か
ら
13
日
に

か
け
て
、
平
成
24
年
度
「
森
林
の
市
」

が
林
野
庁
及
び
東
京
都
、
国
土
緑
化

推
進
機
構
な
ど
の
主
催
で
、
東
京
都

千
代
田
区
の
「
日

比
谷
公
園
」
に
お

い
て
、
森
林･

林

業
に
関
連
す
る
57

団
体
が
出
展
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

九
州
森
林
管
理

局
は
、
綾
の
照
葉

樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
連
携
会
議
（
５

者
の
協
働
・
宮
崎

県
、
綾
町
、
日
本

自
然
保
護
協
会
、

て
る
は
の
森
の
会
）

の
一
員
と
し
て
出

展
に
参
加
し
、
照

葉
樹
林
の
保
護
や

復
元
へ
の
国
有
林

の
取
組
や
綾
の
照

葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
の
活

動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。出

展
で
は
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
照

葉
樹
林
○
×
ク
イ

ズ
や
、
ヒ
ノ
キ
や

サ
ク
ラ
の
枝
を
利

用
し
た
（
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
）
モ
ッ
く

ん
、
の
作
成
を
行

い
ま
し
ま
し
た
。

出
展
に
訪
れ
た
子
供
連
れ
の
家
族

や
カ
ッ
プ
ル
に
好
評
で
、
終
了
間
際

ま
で
来
場
者
が
途
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。ま

た
、
「
森
林
の
市
」
前
日
の
５

月
11
日
に
は
、
前
局
長
の
沖
修
司
国

有
林
野
部
長
を
表
敬
訪
問
し
綾
の
照

葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み

を
報
告
す
る
と
と
も
に
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

（
担
当
＝
計
画
課
）

【
西
都
児
湯
森
林
管
理
署
】
当
署

事
業
実
行
中
の
請
負
事
業
体
の
関
係

者
33
人
が
参
加
し
、
請
負
事
業
体
等

安
全
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
署

か
ら
、
昨
年
度
発
生
し
た
国
有
林
野

事
業
に
お
け
る
重
大
災
害
の
事
例
を

踏
ま
え
た
類
似
災
害
防
止
対
策
や
災

害
防
止
に
向
け
た
留
意
事
項
な
ど
を

説
明
。
請
負
事
業
体
２
社
か
ら
、
自

社
の
安
全
に
対
す
る
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
大

変
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
最
後
に
参
加
者
全
員
で
無
事

故
・
無
災
害
を
誓
い
有
意
義
な
安
全

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
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平成24年６月10日

(２０１２年）

No １６８５

熊本市西区京町本丁２－７

安
全
大
会
へ
参
加
し
た
事
業
体
等
の
み
な

さ
ん
＝
西
都
児
湯

モ
ッ
く
ん
作
り
に
挑
戦
す
る
参
加
者

「森林の市」出展で綾プロジェクトをＰＲする九州森林管理局のスタッフ＝東京都日比谷公園



【
鹿
児
島
森
林
管
理
署
】
５
月
10

日
地
元
自
治
公
民
館
長
や
市
の
関
係

者
約
30
人
が
参
加
し
、
平
成
23
年
度

の
実
施
状
況
と
平
成
24
年
度
の
実
施

計
画
に
つ
い
て
桜
島
地
区
民
有
林
直

轄
治
山
事
業
地
元
説
明
会
を
今
年
度

の
施
工
予
定
地
に
お
い
て
開
き
ま
し

た
。
施
工
予
定
地
で
は
、
治
山
事
業

の
重
要
性
・
有
効
性
を
確
認
し
、
参

加
者
か
ら
は
、
「
近
頃
は
土
石
流
災

害
も
な
く
感
謝
し
て
い
る
。
噴
火
に

伴
う
危
険
と
施
工
上
の
危
険
で
大
変

な
仕
事
だ
ろ
う
」
「
治
山
事
業
の
重

要
性
が
わ
か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が

あ
り
、
先
人
た
ち
の
苦
労
が
成
果
と

し
て
認
め
ら
れ
、
治
山
事
業
の
重
要

性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。
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西
表
島
の
主
要
な
山
岳
と
し
て
、

島
の
北
東
部
に
位
置
す
る
最
高
峰
の

古
見
岳
（
４
６
９
・
７
㍍
）
を
は
じ

め
、
波
照
間
森
（
４
４
７
・
４
㍍
）
、

テ
ド
ウ
山
（
４
４
１
・
５
㍍
）
な
ど

４
０
０
㍍
級
の
山
々
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
西
表
島
の
北
側
に
位
置
し
、

船
浦
湾
の
南
に
あ
る
テ
ド
ウ
山
を
紹

介
し
ま
す
。
テ
ド
ウ
山
へ
の
登
山
道

は
主
に
２
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
な
ル
ー
ト
は
、
船
浦
湾
へ

注
ぐ
マ
ー
レ
川
の
竹
富
町
営
水
源
地

ポ
ン
プ
小
屋
か
ら
の
ル
ー
ト
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
か
ら
ピ
ナ
イ
サ
ー
ラ
滝

上
へ
の
道
を
進
み
、
途
中
の
分
岐
点

よ
り
右
へ
入
る
と
、
本
格
的
な
テ
ド

ウ
登
山
道
と
な
り
ま
す
。
「
ピ
ナ
イ

サ
ー
ラ
」
と
は
「
ひ
げ
の
よ
う
な
」

と
い
う
意
味
で
、
落
差
約
55
㍍
の
沖

縄
県
最
大
の
垂
直
な
滝
で
、
滝
上
か

ら
は
、
船
浦
湾
を
取
り
囲
む
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
林
や
美
し
い
珊
瑚
礁
の
海
を

望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

西
表
島
の
林
内
は
、
湿
度
が
高
く
、

ツ
ル
性
の
植
物
が
幹
に
複
雑
に
巻
き

付
き
、
ヒ
カ
ゲ
ヘ
ゴ
や
着
生
植
物
が

木
に
着
床
し
た
姿
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の

よ
う
で
す
。
登
山
道
は
険
し
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
最
大
の
ド

ン
グ
リ
「
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
」

の
実
や
「
サ
キ
シ
マ
キ
ノ
ボ
リ
ト
カ

ゲ
」
な
ど
、
め
ず
ら
し
い
動
植
物
に

出
会
え
、
疲
れ
を
癒
や
し
て
く
れ
ま

す
。
山
頂
に
近
づ
く
と
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
チ
ク
が
群
生
し
て
お
り
、
そ
の
中

を
掻
き
分
け
る
よ
う
に
進
む
と
畳
10

畳
ほ
ど
の
開
け
た
場
所
の
水
準
点
が

山
頂
を
示
し
て
い
ま
す
。
山
頂
北
側

か
ら
の
展
望
は
素
晴
ら
し
く
船
浦
湾

や
遠
く
は
鳩
間
島
を
望
む
こ
と
が
で

き
、
青
い
空
の
下
に
は
新
緑
の
山
と

美
し
い
珊
瑚
礁
の
海
が
広
が
り
、
登

山
の
疲
れ
も
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
ま

す
。こ

の
険
し
い
テ
ド
ウ
山
を
３
年
に

１
度
、
遠
足
と
し
て
登
る
竹
富
町
立

船
浦
中
学
校
の
行

事
が
あ
り
ま
す
。

当
署
で
も
森
林

環
境
教
育
の
一
環

と
し
て
支
援
を
し

て
い
ま
す
。
中
学
生
た
ち
は
も
う
一

つ
の
ル
ー
ト
、
浦
内
川
上
流
の
軍
艦

岩
よ
り
登
山
を
行
い
、
「
日
本
の
滝

百
選
」
に
選
ば
れ
た
「
マ
リ
ュ
ウ
ド
ゥ

の
滝
」
や
「
カ
ン
ピ
レ
ー
の
滝
」
な

ど
で
休
息
を
取
り
な
が
ら
、
ロ
ー
プ

を
張
っ
た
難
所
を
み
ん
な
で
励
ま
し

あ
い
な
が
ら
山
頂
を
め
ざ
し
ま
す
。

山
頂
で
は
全
員
そ
ろ
っ
て
記
念
撮

影
と
登
頂
記
念
の
プ
レ
ー
ト
を
設
置

し
、
帰
り
は
遠
く
に
見
え
る
母
校
を

眺
め
な
が
ら
、
マ
ー
レ
川
水
源
地
へ

向
か
い
下
山
し
ま
す
。

近
年
、
西
表
島
の
登
山
で
は
遭
難

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
キ

シ
マ
ハ
ブ
や
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
危
険

な
生
き
物
も
い
ま
す
の
で
、
単
独
で

の
登
山
は
避
け
、
入
林
す
る
際
の
届

出
は
関
係
機
関
へ
し
っ
か
り
出
す
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

沖
縄
森
林
管
理
署

租
納
森
林
事
務
所

森
林
官

濵
田

祥
吾

船浦湾から望むテドウ山(後方中央)とピナイサーラ＝沖縄

施工予定地で事業の説明を聞く関係者のみなさん＝鹿児島

浦内川上流に位置するマリュドゥの滝

「サキシマキノボリトカゲ」

「オキナワウラジロガシ」の花



【
福
岡
森
林
管
理
署
】
海
の
中
道

海
浜
公
園
玄
関
口
に
隣
接
す
る
中
裏

付
国
有
林
で
、
情
報
労
連
福
岡
県
協

議
会
組
合
員･

家
族
ら
に
よ
る
防
風

保
安
林
再
生
に
向
け
た
植
樹
が
行
わ

れ
、
組
合
員･

家
族
ら
１
２
０
人
が
、

抵
抗
性
黒
マ
ツ
の
ポ
ッ
ト
苗
５
０
０

本
を
植
え
付
け
ま
し
た
。
情
報
労
連

は
、
今
回
の
植
樹
を
環
境
保
護
活
動

に
理
解
を
深
め
社
会
貢
献
を
目
的
と

し
た
「
情
報
労
連
全
国
環
境
一
斉
行

動
」
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
も
道
路
や
公
園
の
清
掃
活
動

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
５
年
間

継
続
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
署
で

は
、
国
民
参
加
に
よ
る
森
林
整
備･

保
全
の
取
組
み
に
積
極
的
に
協
力
し

て
い
く
考
え
で
す
。

【
大
分
西
部
森
林
管
理
署
】
宇
佐

市
安
心
院
町
の
国
有
林
で
、
宇
佐
市

立
深
見
小
学
校
福
貴
野
分
校
の
児
童

５
人
が
植
樹
を
体
験
。
日
頃
か
ら
家

の
手
伝
い
で
培
っ
た
鍬
使
い
も
堂
に

入
っ
た
も
の
で
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
ヤ
マ

モ
ミ
ジ
を
植
栽
。
そ
の
後
、
シ
カ
被

害
防
止
袋
を
設
置
し
作
業
を
終
了
し

ま
し
た
。
児
童
か
ら
は
「
き
つ
か
っ

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
鹿
に
食
べ
ら

れ
な
い
と
い
い
な
」
と
心
配
す
る
声

も
あ
り
、
苗
木
の
成
長
を
見
守
り
な

が
ら
、
苗
木
に
負
け
な
い
よ
う
に
大

き
く
成
長
し
よ
う
と
誓
っ
て
終
了
し

ま
し
た
。

【
宮
崎
森
林
管
理
署
都
城
支
署
】

人
材
育
成
の
取
組
と
し
て
宮
崎
県
の

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
職
員
を
講
師
に
宮

崎
県
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の

取
組
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
、
森

林
経
営
計
画
の
概
要
、
森
林
環
境
保

全
直
接
支
援
事
業
な
ど
民
有
林
行
政

に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
き
ま
し
た
。

小
規
模
森
林
所
有
者
の
集
約
化
や
民

有
林
行
政
に
お
け
る
苦
労
話
も
聞
く

こ
と
が
で
き
、
職
員
か
ら
は
活
発
な

意
見
や
質
問
が
あ
り
、
民
・
国
連
携

や
人
材
育
成
強
化
の
重
要
性
を
再
認

識
す
る
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。
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植樹を終え参加者全員で記念撮影＝福岡

佐
賀
市
は
九
州
産
の
間
伐
材
を
活

用
し
た
コ
ピ
ー
用
紙
を
全
部
署
で
利

用
す
る
取
組
み
を
、
平
成
21
年
６
月

か
ら
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み

が
環
境
保
護
や
森
林
振
興
の
ほ
か
、

地
産
地
消
を
含
め
た
地
域
の
活
性
化

へ
も
期
待
さ
れ

る
点
で
高
い
評

価
を
受
け
、
佐

賀
市
は
昨
年
10

月
の
グ
リ
ー
ン

購
入
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｇ
Ｐ
Ｎ
）

主
催
の
第
13
回

グ
リ
ー
ン
購
入
大
賞
で
、
最
高
位
の

環
境
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

佐
賀
市
は
現
在
、
総
面
積
の
四
割

以
上
を
森
林
が
占
め
て
い
ま
す
が
、

木
材
価
格
の
低
迷
や
過
疎
化
・
林
業

従
事
者
の
高
齢
化
の
た
め
、
間
伐
等

の
適
正
な
維
持
管

理
が
行
き
届
か
な

い
の
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
南
部
に
は
有

明
海
を
抱
え
、
そ

の
環
境
維
持
の
た

め
に
も
、
山
間
部

の
公
益
的
な
水
源

涵
養
機
能
を
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
佐
賀
市
は
官
民
共

同
で
設
立
さ
れ
た
「
国
民
が
支
え
る

森
林
づ
く
り
運
動
」
推
進
協
議
会
が

開
発
し
た
コ
ピ
ー
用
紙
「
木
に
な
る

紙
」
の
導
入
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

の
コ
ピ
ー
用
紙
に
は
九
州
産
の
間
伐

材
が
含
ま
れ
て
お
り
、
売
上
金
の
一

部
（
A4
1
箱
で
約
50
円
）
が
森
林
所

有
者
へ
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
賀
市
は
全
部
署
一
斉
導
入
に
よ
り
、

山
元
の
森
林
整
備
の
充
実
に
つ
な
が

る
こ
と
を
目
標
に
始
め
ま
し
た
が
、

近
隣
の
自
治
体
に
も
好
影
響
を
与
え

て
お
り
、
今
で
は
佐
賀
県
内
の
七
割

近
く
の
自
治
体
で
導
入
が
進
ん
で
い

ま
す
。

森
林
資
源
の
有
効
活
用
と
し
て
買

い
支
え
る
仕
組
み
の
中
で
、
そ
の
売

上
金
の
一
部
を
森
林
所
有
者
へ
還
元

す
る
と
い
う
森
林
振
興
策
が
、
九
州

の
地
域
全
体
に
ま
で
拡
大
す
る
よ
う
、

今
後
も
佐
賀
市
は
取
組
み
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐賀県佐賀市役所

植樹体験を行った５人の児童＝大分西部

民有林行政勉強会へ参加した支署のみなさん＝都城

総務部
契約検査課調達係長

山口和海さん



【
大
分
西
部
森
林
管
理
署
】
筑
後
川

水
系
の
重
要
な
水
源
で
も
あ
る
中
津

江
森
林
事
務
所
管
内
は
、
福
岡
、
熊

本
県
と
接
し
、
年
間
を
通
じ
車
両
や

入
込
者
が
多
く
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

が
絶
え
な
い
場
所
で
す
。
今
回
、
日

田
市
に
呼
び
か
け
合
同
に
よ
る
ゴ
ミ

拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。
ユ
ニ
ッ
ク

車
や
20
人
を
超
え
る
作
業
員
を
動
員

し
て
の
作
業
と
な
り
、
回
収
し
た
ゴ

ミ
は
古
タ
イ
ヤ
、
電
化
製
品
、
ビ
ン
、

空
き
缶
な
ど
約
4.5
㌧
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
投
棄
防
止
の
表
示
板

設
置
や
巡
視
強
化
に
重
点
を
お
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
宮
崎
南
部
森
林
管
理
署
】
５
月

24
日
、
管
内
の
林
道
５
路
線
で
熊
本

林
業
土
木
協
会
宮
崎
支
部
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
が
行
わ
れ
、
協
会

員
や
当
署
職
員
約
40
人
が
参
加
し
林

道
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
協
会
か
ら

重
機
の
提
供
も
あ
り
、
整
備
が
困
難

な
横
断
溝
の
清
掃
や
木
柵
工
の
施
工

な
ど
専
門
的
な
作
業
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
よ
り
、
各
路
線
と
も
見
違
え
る
よ

う
に
き
れ
い
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
梅

雨
時
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
林
道

の
維
持
管
理
に
大
い
に
役
立
つ
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
宮
崎
森
林
管
理
署
都
城
支
署
】
当

署
管
内
遅
霧
国
有
林
に
お
い
て
、
三

股
町
立
三
股
西
小
学
校
４
年
生
に

「
樹
木
調
べ
・
丸
太
切
り
・
測
樹
体

験
」
の
森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

「
樹
木
調
べ
」
で
は
、
広
葉
樹
の
特

徴
の
違
い
を
、
「
丸
太
切
り
体
験
」

で
は
、
懸
命
に
鋸
を
曳
き
丸
太
を
切

り
、
「
測
樹
体
験
」
で
は
、
三
角
定

規
を
用
い
て
杉
の
木
の
高
さ
を
測
り

ま
し
た
。
こ
の
森
林
教
室
は
、
「
総

合
的
な
学
習
」
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
児
童
へ
の
、
森
林

や
自
然
に
関
す
る
体
験
を
通
し
た
学

習
の
課
題
作
り
を
目
的
と
し
て
い
る

も
の
で
す
。
今
後
も
こ
の
活
動
に
は

協
力
を
行
い
、
森
林
の
役
割･

自
然

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
知
識
を
よ
り

深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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私
達
が
住
ん
で
い
る
地
球
は
、

今
、
温
暖
化
な
ど
に
よ
り
、
日
々
、

痛
み
始
め
て
い
る
。
生
態
系
は
大
き

く
変
化
し
、
水
不
足
や
人
口
問
題
、

環
境
汚
染
、
食
糧
危
機
な
ど
、
バ
ラ

ン
ス
を
崩
し
始
め
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
何
も
せ
ず
に
、
毎
日
を

過
ご
し
て
い
っ
た
ら
数
年
後
、
数
十

年
後
に
は
、
空
気
や
水
は
す
っ
か
り

汚
染
さ
れ
、
水
は
貴
重
な
も
の
に
な

り
、
汚
染
さ
れ
た
食
物
に
よ
り
私
達

は
重
い
病
気
に
悩
む
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
悲
し
い
現
実
を
迎
え
な
い

た
め
、
私
達
は
何

が
で
き
る
だ
ろ
う

か
？

た
く
さ
ん
の

人
達
の
ほ
ん
の
わ

ず
か
な
気
づ
き
と

行
動
で
、
私
達
地
球
人
は
、
何
か
を

変
え
る
事
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い

し
、
も
し
か
し
て
間
に
合
う
か
も
知

れ
な
い
。

今
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
と
い
う
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
私
が
や
っ
て
み

た
い
事
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

①
「
森
の
塾
」
の
開
講

子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
皆
で
森
や

自
然
を
学
ぶ
塾
。
森
の
中
で
勉
強
し

た
り
、
自
然
を
創
っ
て
行
く
学
校
。

こ
の
学
校
を
通
し
て
、
心
や
生
物
多

様
性
な
ど
を
学
ぶ
。
た
と
え
ば
、
農

業
、
草
木
染
め
、
リ
ー
ス
作
り
、
木

工
教
室
、
森
の
く
ま
さ
ん
達
な
ど
の

テ
ー
マ
授
業
を
行
う
。

②
「
森
の
病
院
」
の
開
院

薬
草
や
漢
方
を
学
び
、
東
洋
医
学

を
学
ぶ
。
森
林
療
法
を
通
し
て
気
の

流
れ
や
心
の
健
康
を
学
ぶ
。

③
「
木
を
植
え
て
育
て
よ
う
」

コ
ー
ヒ
ー
の
木
、
ゴ
ム
の
木
な
ど
、

果
実
の
な
る
木
を
育
て
、
成
果
を
出

す
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
る
。

小
さ
な
働
き
で
、
幸
せ
と
恵
み
を

産
む
こ
と
が
テ
ー
マ
。

④
「
森
の
恵
み
に
感
謝
し
よ
う
」

ワ
ラ
ビ
、
山
菜
採
り
、
タ
ケ
ノ
コ

掘
り
、
キ
ノ
コ
狩

り
な
ど
自
然
の
恵

み
に
感
謝
す
る
事

の
大
切
さ
を
学
ぶ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

以
上
、
４
つ
の
テ
ー
マ
に
、
皆
さ

ん
と
取
り
組
む
事
が
出
来
た
ら
幸
い

で
す
。
自
然
と
水
と
新
鮮
な
食
べ
物

に
恵
ま
れ
、
安
心
安
全
な
所
に
住
め

る
私
達
は
、
本
当
に
幸
せ
だ
と
思
い

ま
す
。

（
熊
本
県
熊
本
市
在
住
）

重
機
を
使
い
林
道
整
備
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ん
＝
宮
崎
南
部

三角定規で木の高さを測る児童ら＝都城

不
法
投
棄
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
参
加
者
の
皆

さ
ん
＝
大
分
西
部

奥村 一美さん



【
屋
久
島
森
林
管
理
署
】
屋
久
島
の

国
有
林
及
び
民
有
林
か
ら
搬
出
さ
れ

る
間
伐
材
は
、
大
半
が
熊
本
県
水
俣

市
に
あ
る
合
板
工
場
へ
出
荷
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
寸
法
や
採

材
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
島
内
の
林

業
事
業
体
と
合
板
工
場
お
よ
び
事
業

発
注
者
の
認
識
を
統
一
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
採
材
検
討
会
を
、
愛
子

嶽
国
有
林
の
間
伐
実
施
箇
所
に
て
開

き
ま
し
た
。

当
署
を
含
め
鹿
児
島
県
熊
毛
支
庁
、

屋
久
島
町
農
林
水
産
課
、
鹿
児
島
県

森
林
整
備
公
社
、
島
内
の
林
業
事
業

体
、
そ
し
て
水
俣
市
の
合
板
会
社
か

ら
約
50
人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

検
討
会
で
は
、
合
板
会
社
の
担
当

者
か
ら
工
場
に
お
け
る
製
材
工
程
に

つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
が
あ
り
、
原
木
の

品
質
が
悪
い
と
機
械
の
ト
ラ
ブ
ル
に

よ
り
、
多
く
の
時
間
と
労
力
を
費
や

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
間
伐
し
た
材
の
玉
切
り
を

行
い
、
問
題
と
な
る
原
木
を
間
近
に

見
な
が
ら
変
形
木
や
欠
点
の
カ
ッ
ト

方
法
お
よ
び
採
寸
基
準
に
つ
い
て
、

意
見
を
交
わ
し
、
特
に
、
腐
れ
が
あ

る
材
は
機
械
が
原
木
に
食
い
込
み
製

材
で
き
な
く
な
る
た
め
、
か
な
り
細

か
い
腐
れ
で
も
取
り
除
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
状
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
全
体
を
通
し
て
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
欠
点
を
避
け
る
た

め
に
切
り
落
と
し
た
材
の
活
用
方
法

な
ど
、
い
く
つ
か
の
検
討
課
題
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

屋
久
島
の
場
合
、
合
板
工
場
が
島

外
に
あ
る
た
め
、
現
場
と
工
場
の
情

報
交
換
が
難
し
い
現
状
に
お
い
て
、

今
回
の
検
討
会
は
お
互
い
の
情
報
交

換
の
場
と
し
て
有
意
義
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

九
州
森
林
管
理
局
に
お
い
て
「
平

成
23
年
度
部
外
協
力
者
に
対
す
る
感

謝
状
贈
呈
式
」
が
行
わ
れ
、
功
績
の

あ
っ
た
熊
本
林
業
土
木
協
会
会
長
永

野
征
四
郎
さ
ん
、
九
州
国
有
林
採
石

協
会
会
長
神
村
幸
彦
さ
ん
に
平
之
山

俊
作
局
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

永
野
征
四
郎
さ
ん
は
、
昭
和
56
年

か
ら
現
在
ま
で
31
年
間
の
多
年
に
わ

た
り
熊
本
林
業
土
木
協
会
の
役
員
を

務
め
、
豊
富
な
経
験
、
高
い
識
見
及

び
円
満
な
人
柄
に
よ
り
、
会
員
を
リ
ー

ド
し
、
国
有
林
の
事
業
実
行
の
推
進

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
神
村
幸
彦
さ
ん
は
昭
和
59

年
か
ら
現
在
ま
で
多
年
に
わ
た
り
九

州
国
有
林
採
石
協
会
の
役
員
を
務
め

ら
れ
、
特
に
土
石
販
売
事
業
収
入
の

確
保
に
強
い
指
導
力
と
影
響
力
を
発

揮
し
、
多
大
な
貢
献
と
国
有
林
野
事

業
の
円
滑
な
運
営
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
今
回
の
感
謝

状
贈
呈
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

（
担
当
＝
総
務
課
）
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採材方法を検討する参加者のみなさん＝屋久島

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買

取
制
度
が
７
月
か
ら
始
ま
る
。
分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
一
つ
と
し
て
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
は
期
待
さ
れ
て
お
り
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
買
取
価
格
に
つ

い
て
は
、
林
地
残
材
な
ど
の
未
利
用

木
材
は
kw
時
当
た

り
税
込
み
33
㉝
６
円

に
設
定
さ
れ
る
よ

う
だ
。
紙
パ
ル
プ
等
の
既
存
産
業
に

影
響
を
与
え
な
い
よ
う
、
未
利
用
木

材
の
優
先
活
用
を
促
す
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
制
度
に
よ
り
林
地
残

材
な
ど
の
有
効
利
用
が
進
め
ば
森
林

整
備
と
と
も
に
、
林
業
、
木
材
産
業

へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
が
も
た
ら
さ

れ
る
。
九
州
内
に
お
い
て
も
、
既
に

１
・
２
万
kw
規
模
の
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
が
稼
働
し
て
お
り
、
自
治

体
、
大
学
、
企
業
、
金
融
機
関
な
ど

で
も
様
々
な
動
き
が
見
ら
れ
る
。

み
ず
ほ
情
報
総
研
大
谷
氏
が
試
算

し
た
買
取
制
度
導
入
に
よ
る
採
算
性

の
資
料
に
、
１
kw
時
当
た
り
33
㉝
６

円
を
当
て
は
め
て
み
る
と
、
５
千
kw

を
超
え
る
発
電
規
模
で
あ
れ
ば
山
に

お
金
を
還
元
す
る
こ
と
が
可
能
と
読

め
る
。
５
千
kw
の
発
電
に
必
要
な
原

料
は
、
年
当
た
り
14
万
m3
。
仮
に
佐

賀
県
内
に
未
利
用
木
材
を
原
料
と
し

た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
と
、
現
在
の
佐
賀

県
の
素
材
生
産
量
（
11
万
m3
）
を
上

回
る
未
利
用
木
材
を
持
続
的
に
供
給

す
る
体
制
が
必
要
で
あ
り
、
ハ
ー
ド

ル
は
高
い
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
を

促
進
す
る
た
め
に
は
、
低
コ
ス
ト
化

の
み
な
ら
ず
、
送
電
線
の
増
強
、
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ト
の
整
備
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構

築
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
い
よ

い
よ
、
九
州
一
の
地
主
で
あ
り
山
主

で
あ
る
九
州
森
林

管
理
局
が
九
州
内

の
民
国
の
森
林
資

源
と
既
高
圧
送
電
線
網
を
活
用
し
、

木
材
供
給
か
ら
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
、
更
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
を
含
め
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
時
代
が
来
た
。

佐
賀
森
林
管
理
署
長

大
倉

孝
行

感謝状を授与され喜びの記念撮影



【
宮
崎
森
林
管
理
署
都
城
支
署
】

高
山
植
物
盗
採
防
止
の
巡
視
や
自
然

保
護
の
取
組
、
登
山
者
へ
の
マ
ナ
ー

啓
発
の
呼
び
か
け
を
行
う
森
林
保
護

員
（
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

フ
）
の
任
命
式
と
出
発
式
を
え
び
の

市
の
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
出
発
式
で

は
、
工
藤
孝
支
署
長
か
ら
３
名
の
森

林
保
護
員
に
、
人
事
異
動
通
知
書
お

よ
び
雇
用
通
知
書
を
交
付
。
巡
視
に

あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
と
安
全
指
導

を
行
い
巡
視
に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
行
楽
シ
ー
ズ
ン

に
向
け
霧
島
山
系
の
森
林
保
護
員
に

よ
る
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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４
月
１
日
付
け
で
広
報
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
▲
６
月
４
日
ご

ろ
九
州
南
部
が
梅
雨
入
り
し
た
と
気

象
庁
の
発
表
が
あ
っ
た
。
ジ
メ
ジ
メ

し
た
う
っ
と
う
し
い
季
節
が
始
ま
る
。

▲
原
発
事
故
を
受
け
た
昨
年
に
引
き

続
き
電
力
不
足
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
官
公
庁
で
は
ク
ル
ー
ビ
ズ
が

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
環
境
省
で
は

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
軽
装
の
ア
ロ
ハ
シ
ャ

ツ
や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
勤
務
中
に
着
る

こ
と
を
容
認
し
、
職
場
の
冷
房
温
度

を
高
め
に
し
て
節
電
す
る
「
ス
ー
パ
ー

ク
ー
ル
ビ
ズ
」
が
６
月
１
日
か
ら
始

ま
っ
た
。
九
州
で
は
平
成
22
年
比
10

％
以
上
の
節
電
目
標
を
要
請
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
▲
数
年
前
か
ら
、

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
と
い
う
言
葉
を

耳
に
す
る
。
窓
の
外
に
ツ
ル
性
の
植

物
を
這
わ
せ
日
差
し
を
遮
り
、
室
内

温
度
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

体
感
温
度
が
２
～
３
度
違
う
と
い
わ

れ
、
省
エ
ネ
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

▲
森
林
に
は
緑
の
カ
ー
テ
ン
以
上
に

森
林
セ
ラ
ピ
ー
が
生
み
出
す
健
康
効

果
な
ど
様
々
な
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
休
日
に
は
、
節
電
対
策

を
兼
ね
て
森
林
浴
に
心
と
体
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
に
出
か
け
て
は
い
か
が

で
す
か
。
（
山
）

ア
ジ
サ
イ
は
日
本
に
自
生
し
て
い

る
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
か
ら
作
ら
れ
た
園

芸
品
種
で
、
庭
園
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
落
葉
低
木
で
す
。
葉
は
単
葉
の
基

本
形
を
し
て
い
ま
す
の
で
葉
の
各
部

の
名
前
を
覚
え
る
の
に
参
考
に
な
り

ま
す
。

ア
ジ
サ
イ
は
大
き
な
円
形
の
花
を

咲
か
せ
ま
す
が
、
花
弁
に
見
え
る
の

は
全
て
装
飾
花
と
い
い
、
ガ
ク
（
萼
）

が
花
び
ら
の
よ
う
に
大
き
く
変
化
し

た
の
で
す
。
ア
ジ
サ
イ
類
の
装
飾
花

は
ガ
ク
が
全
て
変
化
し
て
い
る
の
で

す
が
、
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
の
ヤ
ブ
デ
マ

リ
、
ム
シ
カ
リ
は
花
弁
が
変
化
し
た

装
飾
花
で
す
。

ア
ジ
サ
イ
は
酸
性
土
壌
で
は
青
色

に
、
ア
ル
カ
リ
性
土
壌
で
は
赤
色
に

（
リ
ス
ト
マ
ス
試
験
紙
と
反
対
）
花

の
色
が
変
わ
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
全
て
が
そ
の
よ
う
に
は
な
ら
な

い
よ
う
で
す
。
ア
ジ
サ
イ
の
花
（
両

生
花
）
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
が
、
た
ま
に
は
花
が
咲
き
、

種
子
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。
あ
じ
さ
い
の
種
子
は
と
て
も
珍

し
い
の
で
、
観
察
で
き
た
ら
写
真
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

美
し
い
花
に
は
毒
が
あ
る
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
ア
ジ
サ
イ
も
例
外
で

は
な
く
毒
草
で
す
。
誤
っ
て
口
に
す

る
と
け
い
れ
ん
（
痙
攣
）
、
麻
痺
、

過
呼
吸
、
ふ
ら
つ
き
な
ど
の
症
状
が

出
る
そ
う
で
す
。

工
藤
孝
支
署
長
か
ら
雇
用
通
知
書
を
受

け
る
森
林
保
護
員
の
み
な
さ
ん
＝
都
城

平成24年度全国安全週間が７月1日から

７月７日まで全国一斉に行われます。当局

においてもこの趣旨に沿い、労働災害の未

然防止を図るため「平成24年度九州森林管

理局安全週間実施要領」を定め、取り組ん

でいるところです。

なお、６月は準備期間となっています。

各署等においても実施要領に基づいた具

体的な実施計画を樹立の上、積極的な展開

をお願いします。

安全は

一歩先読む 余裕から

心と時間に ゆとりを持って


